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Dialogue system with various utterance generation methods
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～異なる特性の発話生成手法を融合した雑談対話システム～
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どんな話題についても応答でき
る、雑談対話システムの実現を
目指しています。発話の適切さ
と話題の広さを両立するため、
ルールを用いて発話を生成する
手法と、Web上の大量の文章か
ら自動的に発話を生成する手法
を融合した、新しい雑談対話シ
ステムを目指しています。

ユーザ発話ごとに相性の良い発
話生成手法へ切り替えることで、
発話の適切さと話題の広さを両
立しています。ルール中のパ
ターンとの一致率や、ユーザ発
話に含まれる単語の出現頻度を
用いることで、各手法を単独で
用いる場合よりも適切な発話を
生成することができました。

旅行のプランや今日の夕飯の献
立を、家族と話すようにコン
ピュータに相談できる。雑談で
話題になった曲を聴くうちに、
新しいジャンルの音楽が好きに
なる。コンピュータとヒトをつ
なぐ自然なインターフェースを
実現することで、生活を彩る豊
かな情報がより身近になります。

こっちはさっきまで

土砂降りでしたが、

晴れてきました

こんにちは！

肉じゃが煮るときに

塩麹いれたらめちゃく

ちゃ美味しいよね

クラシック音楽が

好きです

「雑談」はコンピュータにとってとても難しい！

様々な話題を持つユーザ発話に対して
雑談対話システムは適切な発話を生成できる必要がある

統計ベース(話題は広いが不適当な文が含まれやすい)

異なる特性を持つ２つの発話生成手法を組み合わせる

関連話題DB

（Twitterから構築）「あべのハルカス行きたいね」

ユーザ発話

あべのハルカス→行きたい

入力意味構造

（係り受け関係を持つペア）

ユニバのハリポタ→行く
レストラン街→見物だけ

関連意味構造

システム発話文候補

「ユニバのハリポタも
行きたいね」

「レストラン街は
見物だけかな」

機械学習で推定

入力
・ユーザ発話に含まれる
単語の珍しさ

・含まれる単語そのもの
・パターンとの一致率
出力
・各手法が生成した文に
対する人手評価

ユーザ発話ごとに、適した

特性の発話生成手法を選択

各手法単独よりも
適切な発話を生成！

ルールベース(話題は狭いが不適当な文が含まれにくい)

「何も食べてなくて
お腹空いたなあ」 「もうそろそろ

ご飯の時間ですしね」

「今日はラザニアを

作ろうかと」

「私もお腹空いてきました…」

一致パターン

「＊ お腹 ＊ 空 い ＊」

ユーザ発話

形態素解析

何も/食べ/て/な/くて/
お腹/空/い/た/なあ

応答ルールDB
(パターン→発話文のペア)

システム発話文候補

(＊: 任意の単語に一致)

（入力意味構造と係り受け

関係にある意味構造を利用）


